
小学校学習展開例

校種/教科等 小学校　社会科 対象学年 第６学年

単元名 憲法とわたしたちの暮らし 

人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力の分類

技能的側面　④公平 ・ 公正な思考力 ・ 判断力

ふれる・気付く

　国民の権利が保障されていない
という課題を考える中で、 障害者
差別解消法について知る。

体系化における位置付け

１　本時のねらい

　国民の権利や人権に関する課題について考えることを通して、 基本的人権の尊重の考え方を理解す

ることができる。 【知識及び技能】

２　展開例

学習活動 ・ 内容 教師の支援及び指導上の留意点 配時

１　人を大切にすることについての

問いをもとに交流し、 学習のめ

あてを話し合う。

〇　児童が自分の考えを持てるように、「人を大切にするとは、

どのようなことか」 とたずねる。

★１　事前にアンケート等を取ってもよい。 （P.85）

　　また、 児童がイメージを持ちやすくするため、 まず、 「自

分が大切にされていると感じるときはどのようなときか」

等の発問をすることも考えられる。

※　人を大切にすることとして、 憲法では、 基本的人権の尊

重 （人がもっている権利を大切にすること） があると説明

し、 基本的人権の尊重について考えていこうと投げかける。

５

２　国民の権利について話し合う。

　

（１）　国民の権利が日本国憲法に

定められていることを知る。

（2）　国民の権利や国民の義務が

あることを知る。

・ 法のもとの平等

・ 健康で文化的な生活を送る権

利

・ 居住 ・ 移転、 職業を選ぶ自由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

（3）　日本国憲法が児童の生活と

つながっていることを確認す

る。

〇　国民の権利に関する絵や日本国憲法の条文を資料として

提示する。

〇　日本国憲法が児童の生活とつながっていると気付くことが

できるように、 児童の生活から例を挙げながら、 国民の権

利や国民の義務とを関連させる活動を行う。

〇　本展開では、 教師が児童に問いかけながら、 学級全体で

確認していくように展開していく。 学習活動 3 につながる「法

のもとの平等」 「健康で文化的な生活を送る権利」 「居住 ・

移転、 職業を選ぶ自由」 については、 特に具体的に取り上

げる。その他の権利及び義務についても、簡潔に取り上げる。

〇　「法のもとの平等」 「健康で文化的な生活を送る権利」 「居

住 ・ 移転、 職業を選ぶ自由」 等、 自分も含め、 全ての人に

保障された権利だと気付かせ、 自分のこととして考えさせて

おくことは、 学習活動 3 で人権課題を考える観点となる。

１５

　めあて　基本的人権の尊重について考えを出し合い、 分かったことを書こう。
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３　国民の権利をもとにして、 人

権に関する課題について考え、

ペア及び全体で話し合う。

（1）　アイヌの人々、 ハンセン病患

者 ・ 元患者の人々の人権に関す

る課題に気付き、 基本的人権が

保障されていないことを理解す

る。

（予想される児童の回答）

・ アイヌの人々の独自の文化が

守られていない

・ ハンセン病にかかった人々が

法律で強制的に療養所にいれ

られた

・ 様々な差別や偏見に苦しめら

れている

（2）　「障害者差別解消法」 等全て

の人の権利が守られるための法

律があることを知り、 一人一人

の権利が守られることの大切さ

に気付く。

（3）　日本国憲法 11 条を理解す

る。

〇　基本的人権が保障されていないという課題について、 ア

イヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患者の人々に関する人権

課題を通して考える場を設定する。

　まず、教科書に掲載されている資料を読み、アイヌの人々、

ハンセン病患者 ・ 元患者の人々は基本的人権が守られてい

るかを問う。

　次に、 基本的人権が守られていないと思う個所に下線を

引かせる。 その後、 下線を引いた箇所をペアで、 発表し、

どのような権利が守られていないと思ったかを話し合う場

を設定する。

　最後に全体で交流する場を設定する。

★２　個別の人権課題についての取扱いは、 P.85 を参照す

る。

〇　「権利が保障されている人」 「権利が保障されていない人」

がいることをどう思うか、 どう考えるかを問い、 解決して

いくために国は、 間違ったことは改め、 人権を守る責任が

あり、 そのために法があることを説明する。 ここでは、 「障

害者差別解消法」 や 「バリアフリートイレ」 を例として説明

する。

★ 「障害者差別解消法」 等の説明については、 P.85 を参照

する。

※　アイヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患者の人々に関す

る法律についても取り上げ、 解決に向けた取組がなされ

ていることを説明する。

〇　最後に日本国憲法 11 条を提示し、 基本的人権の尊重に

ついての説明を加えながら読み、 本時のまとめをする。

２０

４　基本的人権の尊重について分

かったことを記述する。

・ 国民の権利が守られることが、

基本的人権の尊重につながる

と分かった。

・ 国民の権利を守るために法律

があることが分かった。

・ 私たち一人一人が権利や法を

知って、 守ることが大事だと

思った。

○　自分の考えをまとめられるように、 本時のキーワードやま

とめ方の例を示す。

※ （事後展開の例）

障がいのある人、 アイヌの人々、 ハンセン病患者 ・ 元患

者の人々の人権に関する課題について調べる、 権利や法

の内容について調べるといった学習活動にもつなぐこと

ができる。

５

　まとめ　日本国憲法に基本的人権が原則として示されており、 全ての人は、 人間らしく生きる

権利を生まれたときから持っている。
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